
昨
年
の
12
月
１

日
付
を
も
っ
て
、

厚
生
労
働
大
臣
よ

り
、
1
5
0
名

の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。私

た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員
は
「
支
え

あ
う
　
住
み
よ
い
社
会
　
地
域
か
ら
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
常
に
住
民
の
側
に
立
っ

て
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
福
祉

の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
知
識
、

相
談
な
ど
、
い
か
な
る
と
き
で
も
慌
て
ず

に
対
応
で
き
る
よ
う
日
々
の
研
鑽
に
努
め

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
生
活
す
る
の
が
当
た

り
前
に
な
り
、
外
出
す
る
機
会
も
以
前
と

比
べ
減
り
ま
し
た
。
日
常
生
活
を
送
る
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
受
け
る
日
々
が
続

い
て
お
り
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

も
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員

は
、
地
域
の
見
守
り
や
声
か
け
、
訪
問
活

動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
で

の
活
動
の
た
め
、
な
か
な
か
顔
を
覚
え
て

も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
の
一
助
と
な
り

ま
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

多
発
す
る
児
童
虐
待
や
孤
立
化
、
災
害

時
の
要
援
護
者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
な

ど
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
の

手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や

自
治
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
、

地
域
を
形
成
す
る
多
く
の
方
々
と
協
力

し
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。私

た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
個
人

の
秘
密
を
堅
く
守
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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「
民
生
の
ひ
ろ
ば
」
39

号
は
、
６
地
区
と
も
委
員

の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
新
会
長
の
挨

拶
と
各
地
区
の
紹
介
を
主

な
記
事
と
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
昨
年
度
よ
り
2

ペ
ー
ジ
増
や
し
、
通
常
の

ペ
ー
ジ
数
に
戻
し
て
広
報

を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
、
部
員
一
同
嬉
し
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
一
日
も
早
い

終
息
を
願
い
な
が
ら
、
市

民
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
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中
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中
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通
算
20
年
以
上
の
活
動

が
讃
え
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。
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会
長

　鈴
木

　和
子

初富地域包括支援センター
（初富保健病院内）
電 話 047-446-7873
FAX 047-444-0125
時 間　月～金　9:00 ～ 17:00

中央東地区

北部地区

西部地域包括支援センター
（シルバーケア鎌ヶ谷内）
電 話 047-441-2007
FAX 047-498-5522
時 間　月～金　9:00 ～ 17:00

中央地区

西部地区

南部地域包括支援センター
（鎌ケ谷グリーンハイツ内）
電 話 047-441-7370
FAX 047-441-7371
時 間　月～金　9:00 ～ 17:00

東部地区

南部地区

地域包括支援センターのご案内

鎌ケ谷市民児協の主な活動内容
●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
●高齢者実態把握
●合同研修会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
●総会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
●高齢者実態把握
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
●高齢者実態把握
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

民生委員児童委員は
あなたのそばにいます

お困りのことがありましたら、
お気軽にご相談ください。

民生委員児童委員は安心して相談できる  
ボランティアです
　民生委員児童委員は、民生委員法によって
設置されたボランティアです。

秘密は守られます
　民生委員児童委員は守秘義務があります。
ご相談内容の秘密は守ります。

市役所などの関係機関と連携をしています
　市役所や地域包括支援センター等と連携を図
り、必要に応じて適切な関係機関につなぎます。

鎌ケ谷市社会福祉協議会
会長からのごあいさつ

市長からのごあいさつ



やさしい笑顔で
地域の「かけはし」
民生委員児童委員

です

児
童
憲
章

わ
れ
ら
は
、
日
本
国
憲
法
の
精
神
に
し
た
が
い
、

児
童
に
対
す
る
正
し
い
観
念
を
確
立
し
、
す
べ
て

の
児
童
の
幸
福
を
は
か
る
た
め
に
、
こ
の
憲
章
を

定
め
る
。

児
童
は
、
人
と
し
て
尊
ば
れ
る
。

児
童
は
、
社
会
の
一
員
と
し
て
重
ん
ぜ
ら
れ
る
。

児
童
は
、
よ
い
環
境
の
中
で
育
て
ら
れ
る
。

中央地区民生委員児
童委員協議会は、初富
駅・鎌ケ谷駅を最寄り
駅とする商店、住宅の
密集した地域を担当し
ています。
少子高齢化の影響を

受け、高齢者世帯、ひとり暮らし世帯も年々増加しております。
昨年12月の一斉改選で、地区の民生委員児童委員は35名となりました。そ

の内8名が新任委員です。私たち民生委員児童委員の役割として、日々、地域住
民の安全・見守り、相談などがあります。特にひとり暮らしの方々の安否確認、
見守り活動は、近隣の委員同士の情報交換・共有により協力し、緊急時にも対応
できるよう努めています。
また、民生委員児童委員は、市、社会福祉協議会、自治会ならびに、学校など

の行事、イベントにも協力し地域の皆様と交流を深めています。

中央地区

中央東地区民生委員
児童委員協議会は、初
富、南初富、東初富、
東鎌ケ谷の４つの地域
を担当しています。
昨年12月の一斉改選

により、新任の委員を
含め、民生委員児童委員２4名での活動がスタートしました。中央東地区では、
定例会で情報交換を行い、ひとりでは解決できないような事例にも、各委員の培っ
た知識や経験を共有することによって、対処の仕方を学んでいます。また、小中
学校のさまざまな行事にも積極的に参加、協力をしています。
私たちの活動は、地域の老若男女すべての方々が対象となりますが、特に高齢

者やひとり暮らしの方々への気配りが必要になっていると考えています。

中央東地区

私たち主任児童委員は、民生委員児童委員の中でも、子育て世
代に関する問題や支援に対応する委員です。各地区２名の計12
名で活動しています。
コロナ前まではいろいろなサロンに参加して、親子と交流した
り相談に応じたりしていました。また、学校の行事に参加して、
学校との連携も図っていました。
しかし、コロナの流行により、サロンや行事が中止、縮小となり、
ここ３年ほどは思うような活動ができていません。コロナによる
活動制限がすべて解除され、学校や親子との交流が再開されるこ
とを心より望んでいます。

主任児童委員

南部地区民生委員児
童委員協議会は、新しい
委員が８名加わり28名
の委員で活動をスター
トしました。
委員は事業部、研修

部、親睦部のいずれか
に属し、その中でコミュニケーションを図りながら、さまざまな事業や活動に参
加・協力し、研鑽を積んでいきます。
地区の特色としては、梨農家の多い中沢地区、西道野辺や東中沢の大きな団地、

そして周辺の住宅地のように街の成り立ちを垣間見ることのできる地域ではない
かと思います。
地域の特性も考慮しつつ、南部地区民生委員児童委員全員で知恵を出し合い、

地域の皆様に寄り添った活動を心掛けています。

南部地区

西部地区民生委員児
童委員協議会は、松戸
市に隣接しているくぬ
ぎ山、梨畑の多い初富、
新興著しい新鎌ケ谷地
域を担当しており、昨年
12月の一斉改選で８名

が交代し、民生委員児童委員総勢18名で活動しています。
毎月行っている地区定例会では、体験事例や民生委員制度等について深く学び、

知識の習得に励んでいます。情報の共有、連絡、相談を密にして、活動を円滑に
進めています。
地域に暮らす身近な相談相手として、皆様の生活上の心配ごとや困りごとの相

談に応じ、市役所や社会福祉協議会など必要な専門機関への「つなぎ役」になり、
寄り添い見守ります。相談されたことは、法による守秘義務があります。安心し
て気軽に声をかけてください。

西部地区

北部地区民生委員児
童委員協議会では、２
名の新メンバーを迎え、
民生委員児童委員、14
名で活動しています。
粟野の「あ」、佐津間の
「さ」、軽井沢の「か」、
3自治会を「あさか」と称して地域の交流を深めています。
年々、高齢者世帯が増えている実態を目にすると、私たち民生委員児童委員の

役割の大きさを感じます。訪問による見守りと、月1回開催の談話室「あさか会」
でのふれあいを大切にしながら、「気軽に声をかけられる」、「相談しやすい」存
在にと、日々取り組んでいます。
悩んだ時は、ひとりで抱え込まず、担当の民生委員児童委員に相談してください。
行政や専門機関につないでいます。14名が仲間意識をもって、楽しく活動し

ています。

北部地区

東部地区民生委員児
童委員協議会では、昨
年12月の一斉改選で８
名の委員が退任し、7名
が新委員に委嘱されま
した。36名でのスター
トです。

東部地区でも、高齢者夫婦、ひとり暮らし世帯も増えています。地域の方々の
状況把握、見守り、関係機関につなぐことをしっかりと行うことが重要だと考え
ます。状況把握には、地域の皆様と知り合って、話を聴くことが大切になるでしょ
う。
地区社会福祉協議会の事業に、ふれあいサロン「すみれ」、ミニリハビリ「ほ

のぼの会」の活動があります。この活動に協力して、参加者と交流を深めている
民生委員児童委員が少なくありません。地域の皆様の様子もわかります。
また、第2層協議体による活動へ民生委員児童委員も協力をし、地域の皆様に

この活動を知ってもらうことが大切になります。

東部地区
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ています。
少子高齢化の影響を

受け、高齢者世帯、ひとり暮らし世帯も年々増加しております。
昨年12月の一斉改選で、地区の民生委員児童委員は35名となりました。そ

の内8名が新任委員です。私たち民生委員児童委員の役割として、日々、地域住
民の安全・見守り、相談などがあります。特にひとり暮らしの方々の安否確認、
見守り活動は、近隣の委員同士の情報交換・共有により協力し、緊急時にも対応
できるよう努めています。
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富、南初富、東初富、
東鎌ケ谷の４つの地域
を担当しています。
昨年12月の一斉改選

により、新任の委員を
含め、民生委員児童委員２4名での活動がスタートしました。中央東地区では、
定例会で情報交換を行い、ひとりでは解決できないような事例にも、各委員の培っ
た知識や経験を共有することによって、対処の仕方を学んでいます。また、小中
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ここ３年ほどは思うような活動ができていません。コロナによる
活動制限がすべて解除され、学校や親子との交流が再開されるこ
とを心より望んでいます。
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知識の習得に励んでいます。情報の共有、連絡、相談を密にして、活動を円滑に
進めています。
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て気軽に声をかけてください。

西部地区

北部地区民生委員児
童委員協議会では、２
名の新メンバーを迎え、
民生委員児童委員、14
名で活動しています。
粟野の「あ」、佐津間の
「さ」、軽井沢の「か」、
3自治会を「あさか」と称して地域の交流を深めています。
年々、高齢者世帯が増えている実態を目にすると、私たち民生委員児童委員の
役割の大きさを感じます。訪問による見守りと、月1回開催の談話室「あさか会」
でのふれあいを大切にしながら、「気軽に声をかけられる」、「相談しやすい」存
在にと、日々取り組んでいます。
悩んだ時は、ひとりで抱え込まず、担当の民生委員児童委員に相談してください。
行政や専門機関につないでいます。14名が仲間意識をもって、楽しく活動し
ています。

北部地区

東部地区民生委員児
童委員協議会では、昨
年12月の一斉改選で８
名の委員が退任し、7名
が新委員に委嘱されま
した。36名でのスター
トです。

東部地区でも、高齢者夫婦、ひとり暮らし世帯も増えています。地域の方々の
状況把握、見守り、関係機関につなぐことをしっかりと行うことが重要だと考え
ます。状況把握には、地域の皆様と知り合って、話を聴くことが大切になるでしょ
う。
地区社会福祉協議会の事業に、ふれあいサロン「すみれ」、ミニリハビリ「ほ

のぼの会」の活動があります。この活動に協力して、参加者と交流を深めている
民生委員児童委員が少なくありません。地域の皆様の様子もわかります。
また、第2層協議体による活動へ民生委員児童委員も協力をし、地域の皆様に

この活動を知ってもらうことが大切になります。

東部地区



昨
年
の
12
月
１

日
付
を
も
っ
て
、

厚
生
労
働
大
臣
よ

り
、
1
5
0
名

の
民
生
委
員
児
童
委
員
が
委
嘱
さ
れ
ま
し

た
。私

た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員
は
「
支
え

あ
う
　
住
み
よ
い
社
会
　
地
域
か
ら
」
を

ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
常
に
住
民
の
側
に
立
っ

て
、
安
心
し
て
住
み
続
け
る
こ
と
が
で
き

る
地
域
社
会
づ
く
り
を
目
指
し
て
活
動
し

て
い
ま
す
。
私
た
ち
は
、
日
頃
か
ら
福
祉

の
制
度
や
サ
ー
ビ
ス
に
つ
い
て
の
知
識
、

相
談
な
ど
、
い
か
な
る
と
き
で
も
慌
て
ず

に
対
応
で
き
る
よ
う
日
々
の
研
鑽
に
努
め

て
い
ま
す
。

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響

で
、
私
た
ち
の
生
活
は
一
変
し
ま
し
た
。

マ
ス
ク
を
着
用
し
て
生
活
す
る
の
が
当
た

り
前
に
な
り
、
外
出
す
る
機
会
も
以
前
と

比
べ
減
り
ま
し
た
。
日
常
生
活
を
送
る
中

で
さ
ま
ざ
ま
な
制
限
を
受
け
る
日
々
が
続

い
て
お
り
、
地
域
の
方
々
と
の
つ
な
が
り

も
薄
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。
私
た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員

は
、
地
域
の
見
守
り
や
声
か
け
、
訪
問
活

動
な
ど
も
し
て
い
ま
す
。
マ
ス
ク
着
用
で

の
活
動
の
た
め
、
な
か
な
か
顔
を
覚
え
て

も
ら
え
な
い
か
も
し
れ
ま
せ
ん
が
、
私
た

ち
の
活
動
を
知
っ
て
い
た
だ
く
と
と
も

に
、
明
る
い
地
域
づ
く
り
の
一
助
と
な
り

ま
す
よ
う
努
め
て
い
ま
す
。

多
発
す
る
児
童
虐
待
や
孤
立
化
、
災
害

時
の
要
援
護
者
へ
の
支
援
の
取
り
組
み
な

ど
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
地
域
福
祉
の

手
助
け
を
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
学
校
や

自
治
会
、
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
等
、

地
域
を
形
成
す
る
多
く
の
方
々
と
協
力

し
、
地
域
福
祉
の
向
上
に
つ
な
げ
て
い
ま

す
。私

た
ち
民
生
委
員
児
童
委
員
は
、
個
人

の
秘
密
を
堅
く
守
る
義
務
を
負
っ
て
い
ま

す
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽
に
声
を
お
か

け
く
だ
さ
い
。
今
後
と
も
ご
支
援
、
ご
協

力
を
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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「
民
生
の
ひ
ろ
ば
」
39

号
は
、
６
地
区
と
も
委
員

の
入
れ
替
わ
り
が
あ
り
ま

し
た
の
で
、
新
会
長
の
挨

拶
と
各
地
区
の
紹
介
を
主

な
記
事
と
致
し
ま
し
た
。

今
回
は
昨
年
度
よ
り
2

ペ
ー
ジ
増
や
し
、
通
常
の

ペ
ー
ジ
数
に
戻
し
て
広
報

を
発
行
す
る
こ
と
が
で

き
、
部
員
一
同
嬉
し
い
気

持
ち
で
い
っ
ぱ
い
で
す
。

コ
ロ
ナ
の
一
日
も
早
い

終
息
を
願
い
な
が
ら
、
市

民
の
皆
様
と
の
つ
な
が
り

を
大
切
に
活
動
し
て
い
き

ま
す
。
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民
生
委
員
・
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功
労
者
表
彰

中
央
地
区
民
児
協

沼
中
辰
美
さ
ん

通
算
20
年
以
上
の
活
動

が
讃
え
ら
れ
表
彰
さ
れ
ま

し
た
。

支
え
あ
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ケ
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市
民
生
委
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児
童
委
員
協
議
会

 

会
長

　鈴
木

　和
子

初富地域包括支援センター
（初富保健病院内）
電 話 047-446-7873
FAX 047-444-0125
時 間　月～金　9:00 ～ 17:00

中央東地区

北部地区

西部地域包括支援センター
（シルバーケア鎌ヶ谷内）
電 話 047-441-2007
FAX 047-498-5522
時 間　月～金　9:00 ～ 17:00

中央地区

西部地区

南部地域包括支援センター
（鎌ケ谷グリーンハイツ内）
電 話 047-441-7370
FAX 047-441-7371
時 間　月～金　9:00 ～ 17:00

東部地区

南部地区

地域包括支援センターのご案内

鎌ケ谷市民児協の主な活動内容
●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
●高齢者実態把握
●合同研修会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
●総会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
●高齢者実態把握
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
●高齢者実態把握
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

●会長会・理事会
●地区定例会
◎見守り活動

民生委員児童委員は
あなたのそばにいます

お困りのことがありましたら、
お気軽にご相談ください。

民生委員児童委員は安心して相談できる  
ボランティアです
　民生委員児童委員は、民生委員法によって
設置されたボランティアです。

秘密は守られます
　民生委員児童委員は守秘義務があります。
ご相談内容の秘密は守ります。

市役所などの関係機関と連携をしています
　市役所や地域包括支援センター等と連携を図
り、必要に応じて適切な関係機関につなぎます。

鎌ケ谷市社会福祉協議会
会長からのごあいさつ

市長からのごあいさつ


